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編集後記

特集働くお母さんの
妊娠･出産･母乳育児を支援する

何を聞いてどうアドバイスするか

産休明けのお母さん，育休明けのお母さん

働く女性を取り巻く現実
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予告

産科医の負担軽減と助産師の自立をめざして開設され

た，ローリスク妊産婦を対象とする助産外来や院内助産

ですが，臨床では周産期医療がめざしている方向と状況

が一致していないようです。それは女性の初産年齢の上

昇や，不妊治療の場は患者の高齢化が急速に進んでいる

など，さまざまな要因でハイリスクの妊産婦と新生児が

増えているからです。中村論文「切迫早産で入院中の妊

婦へのアンケート報告」では，入院中の妊産婦の本音が

紹介されています。まずはハイリスクの妊産婦に寄り添

うケアに生かしてほしいと思いました。 (綿貫)

この冬は久しぶりに厳しい寒さです。雪も降ったので

慣れない雪面をよろよろと歩き，その雪はいつまででも

路肩に残ったままです。そんな震えるような寒さのなか

うかがった取材先で聞いた話は，詳しくは割愛しますが

“自分さえよければいいと思う人もいる”という話。身

も心も凍って帰ってきたのでした。今号のりれー随筆に

「人と触れ合うことで，温かい気持ちになれるこの仕事

が大好き」とありますが，小さなリスクも多いこの世の

中で，妊婦さんにとって助産師さんが心の支えになって

いるのはすてきだなと思います。 (竹内)
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